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はじめに
　2012 年から 2013 年にかけて独文論考を２本に分割して発表した。„Eine Übersicht der 
Auffassungen zur Herkunft des Typs AaTh/ATU 410 (KHM50). Germanische, romanische und 
andere Theorien in den Anmerkungen der Brüder Grimm sowie Bolte/Polívkas, im AaTh/
ATU-Verzeichnis, HdM- und EM-Artikeln (Teil 1)“ （京都府立大学ドイツ文学会編『AZUR』5
号、2013 年、43-67 頁）と „Eine Übersicht der Auffassungen zur Herkunft des Typs AaTh/
ATU 410 (KHM50). Germanische, romanische und andere Theorien in den Anmerkungen der 
Brüder Grimm sowie Bolte/Polívkas, im AaTh/ATU-Verzeichnis, HdM- und EM-Artikeln (Teil 
2)“（『京都府立大学学術報告・人文』64 号、2012 年、23-40 頁）である。掲載誌の出版時期の関
























































































ファン・レーウェンによる『千夜一夜物語百科事典』（全 2 巻、2004 年、英語）が続く。最後は、
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行された。分冊第１巻分が 1930 年から 1933 年にかけて刊行されて完成したものの、第 2 巻分は





























































































































































































































　「眠り姫」伝承についての項目は、2007 年に刊行された第 12 巻に収録されている。著者のハ
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ロルド・ネーマンは、この巻の出版後、2010 年 6 月 5 日に 51 歳の若さで亡くなった。地方紙の
訃報は、ネーマンがドイツ北部に生まれ、フランスの言語と文化を専門的に学んだロマニスト
であること、アメリカ合衆国西部のワイオミング大学でドイツとフランスの伝承研究に従事した






























































































































風貌のメルヘンと言え、口承性を想像させる。それは 1890 年から 1917 年のあいだに、ミンス
























































伝えられたことを確認し、国際口承文芸学会で報告した（ISFNR 第 16 回大会、2013
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